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１．教育プログラム実証概要
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神戸市稗田小学校の小学5年生、山形県立酒田光陵高等学校の2年生に対する実証を通じ
て、バリアフリー情報収集の体験を含む教育プログラムを作成した。

実証では、心のバリアフリーの講義を行った後、学校周辺の道路や施設のバリアフリー情報
を収集し歩行空間ネットワークデータ整備ツールに入力、とりまとめを行った。

教育実証概要

学校区分 神戸市立稗田小学校 山形県立酒田光陵高等学校

対象 小学5年生 3クラス 107名 商業ビジネス課 高校2年生 33名

実施日程 2021年 11月24日～12月16日（計10コマ） 2021年 10月24日、10月29日(計8コマ)

授業科目 総合的な学習の時間 「マーケティング」、「商品開発」

とりまとめ・発表バリアフリー情報の
入力

•障害当事者から心のバリ
アフリーに関する講義

•調査時の役割分担
•調査項目の説明

•学校周辺の道路と施設の
バリアフリー調査

•整備ツールの使い方のレ
クチャー

•整備ツールへデータ入力

校外授業
（バリアフリー調査）

心のバリアフリー
調査計画・レク

•調査結果を大判用紙にと
りまとめ

•調査で得た気づき、まち
の改善点等を発表
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２．教育プログラム実証の成果

生徒へのアンケート結果

今回作成したプログラムを実施することで、児童・生徒のバリアフリーに対する理解を促進
できた。また、バリアフリー情報を整備ツールに入力・情報発信を行うことが、児童・生徒の
主体的な学びにつながった点等のついて教員からも高い評価を得ている。
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とてもよく分かった まあまあ分かった あまり分からなかった
全く分からなかった 無回答

あなたが今日の調査でできたと思ったことは何ですか。
問

あなたは授業を通じて、バリアフリーについて理解することができました
か。

問
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バリアフリーの必要性や課題に気づくことができた

バリアフリーに関する情報の整理ができた

自ら主体的に、グループ間で積極的に話し合い、

課題の解決策を見出すことができた

バリアフリーや社会課題への興味がわいた

その他

稗田小学校 酒田光陵高校

教員へのヒアリング結果

授業との
親和性

相応しい
授業科目

•小学校では「総合的な学習（探究）の時
間」、高校では「総合的な探究の時間」が最
も授業の目的に適合している

•その他、地理、公民、情報、家庭科なども可
能ではないか

プログラ
ムの評価

•障害当事者の参画により、障害者目線でバ
リアフリー調査や心のバリアフリーについて
学ぶことができた。

•心のバリアフリー授業に加え、校外調査や、
整備ツールへの入力を教育プログラムに盛
り込んだことにより、生徒が主体体験型の
学習として、学習効果の高い授業となった。

•特にバリアフリー情報を世の中に発信する
ことで、社会とつながる機会を作ることがで
きる。結果、生徒も責任感を持って主体的
に授業に取り組んでいた。

教員主体での授業実施
の可能性

•今回のような教育プログラムが構築されて
いれば、教員主体での授業の実施は可能
だと思う。

•心のバリアフリーや校外調査は障害者の参
加が必須。
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３．教育プログラムを通じたデータ整備
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一部、整備ツールに対する改善の要望や慣れが必要との意見も見られたが、児童・生徒は
整備ツールの利用方法を理解して歩行空間ネットワークデータを作成することができた。

児童・生徒が記入した内容の一例

高校生の作成データ

小学生の作成データ
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稗田小学校

（n=104）

酒田光陵高校
(n=30)
とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答

あなたは、整備ツールの使い方を理解して使用することができましたか
問

整備ツールの課題（例）

地図
関連

地図操作
•地図上に道路の線を引く際、地図をスクロールす
ることができない。

情報
の入
力

選択項目
•道路の場合、歩道、横断歩道などの道路の形状
に関する選択肢に対応して、入力すべき項目が
表示されるようにしてほしい。

選択項目
の補足説
明

•小学生などに使ってもらうには、選択項目にはフ
リガナを振る、または別途各項目の説明欄がある
と良い。

生徒へのアンケート結果
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プロジェクト
４．教育プログラムの普及に向けて
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教育と連携したバリアフリー情報の収集を全国的に広めるため、全国の自治体に教育啓発
特定事業のガイドラインで教育プログラムを周知する。また、教育プログラムのテキストや
ワークシート等の資料を、バリアフリーナビプロジェクト広報用HPで公開し、各学校の授業で
の活用を促進する。

学校への普及に向けた取り組み

国 地域の各学校全国の自治体

教育啓発特定事業ガイドライン（案） バリアフリーナビプロジェクト広報用HP

自治体が学校に教育プログラム実施の提案
国交省HPで教育プログラムを公開し、
各学校の授業での活用を促進する

教育啓発特定事業のガイドラインの中で
教育プログラムを紹介、全国の自治体に周知し、各学校

へ取り組みを広げる


